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1 ドナー登録者数 20 万人に到達、目標 30 万人に向けて新たなスタート 

2 骨髄バンクニュース 25 号を発行しました 

 

 10 月 11 月 現在数 累計数 

ドナー登録者数 2,949 2,208 200,575 254,772

患者登録者数 161 138 2,732 17,288

骨髄移植例数 94 74 － 6,034

 注）数値は速報値のため 

   訂正されることがあります。 
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日本骨髄バンクの現状（2004 年 11 月末現在） 

平成 16 年 11 月 25 日、日本骨髄バンクのドナー登録者現在数は 20 万 68 人（平成４年１

月のドナー登録受付開始からの累計数は 25 万 4163 人、年齢超過などによる取り消し数を

除く）となり、20 万人の大台を超えました。善意からドナー登録された 25 万人余の方々

に心から感謝を申し上げますとともに、日本赤十字社、各赤十字血液センター、厚生労働

省、都道府県、政令市、支援ボランティア、医療機関など関係者の皆様のご尽力に厚く御

礼申し上げます。ドナー登録者目標の 30 万人に向け、新たなスタート台に立ったことにな

ります。当財団としては、今後とも関係者の皆様と連携を深めつつ、全力を上げて努力し

てまいりますので宜しくご理解、ご協力をお願い申し上げます。 

なお、平成 16 年 12 月２日付で厚生労働省健康局臓器移植対策室長より、各都道府県、

政令市、特別区の衛生主管部（局）長に対し「骨髄提供希望登録者の確保について」（協力

依頼）の通知が発出され、都道府県ごとに連絡協議会の設置、地域ごとにドナー登録会の

開催など、ドナー登録推進に向け、一層の努力と協力を呼びかけています。 

すべてのドナー登録者の方にお送りしている骨髄バンクニュース25号を12月 13日付け

で発行しました。今回は提供のためのドナーの健康基準を特集。健康上の理由でコーディ

ネートが中止になるケースは意外に多いので、いま病気と闘っている患者さんのためにも、

ドナー登録者の皆様にドナーの適格性についてあらためて考えていただけたら…との思い

を込めました。皆様のお手元には、今週から届く予定です。

患者さん向けのパンフレット第三版「骨髄バンクと骨髄移植―患者さんとご家族のため

に―」を作成しました。今回の改訂ではバンク利用編、移植医療編に分冊し、骨髄バンク

についても解説をしています。また、初めて病気になられた方にもわかりやすい平易な表

現を心がけました。登録された患者さんと登録責任医師の皆様へお送りしていますが、希

望者の方へもお分けしています。お問い合わせは患者問い合わせ窓口（TEL.03-3296-8699）

まで。 

3  患者さんとご家族のためのパンフレット改訂 
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4  11 月の登録実績、ドナー登録 2000 人台連続 11 カ月更新 

5  イベントのお知らせと報告 
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7  財団各委員会開催予定 

傍聴をご希望の方は、事前に財団事務局までお申込みください。 

 公開・非公開 開催予定 

常任理事会 公開 12 月 18 日（土）15:00～17:00 廣瀬ビル２階 

普及広報委員会 公開 １月 20 日（木）18:00～20:00 廣瀬ビル２階 

常任理事会 公開 １月 22 日（土）14:00～17:00 廣瀬ビル２階 

 

■ 三升家勝菜一暖会 －12 月 19 日（日）／20 日（月）、落語協会 2階 

落語家でドナー登録者でもある三升家勝菜さんによるチャリティー寄席。入場料 1500

円のうち、1000 円が財団に寄付されます。お問合せは勝つ菜（TEL.03-3609-3713）。 

■ 中溝裕子さん著『リカバリー！』発売 －来年 1月 18 日（予定） 

プロゴルファー・中溝裕子さんの闘病記。骨髄移植とその後の想像を絶する入院生活

の中で、いかにして「病気に負けない心」を持ち続けたのかーー。前向きに病魔と向

き合った日々を綴った作品です。新潮社刊、予価 1400 円（税別）。 

■ ドナー登録 20 万人記念チャリティーコンサート開催 －11 月 22 日、紀尾井ホール 

南野陽子さん、チェン・レイビンさんの両ピアニストによるチャリティーコンサート

が開催されました。収益金は日本と台湾の両骨髄バンクに寄付されます。 

11 月のドナー登録者は 2208 人、取消者数は 605 人、実質増加数は 1603 人で、登録者現

在数は 20 万 575 人となりました。今年に入り 11 ヵ月連続 2000 人を超える登録者があり、

11 月の登録会の登録者は前年同月を 50％上回りましたが、固定窓口の登録は前年とほぼ変

わらず、今年最低の登録数となりました。登録会は福島 30 回（132 人）、東京 17 回（194

人）、佐賀 16 回（52 人）、愛知 14 回（73 人）、福岡 11 回（40 人）、石川 10 回（36 人）な

ど 178 回実施され（うち献血併行型は 161 回）、登録者数は合計 1212 人で、登録会での登

録者が全登録者の 55％を占めました。千葉では、モーターショー会場の幕張メッセで献血

併行登録会を今年も開催し、５日間の登録会で 108 人が登録しました。また、登録推進員

を配置地域では開催数、登録数とも実績をあげ、常に上位を占めています。 

6  ドナー適格性判定基準を改訂 

ドナー適格性判定基準の定期改訂にともない、１月から新基準での判定を開始します。

特に大きな改訂はありませんが、ウエストナイルウイルス関連で海外から帰国したドナー

候補者は３週間ではなく、４週間後まで提供できないこととされ、対象地域は全世界とな

ったことなどです。 




